
2024年度　   園評価書
37 園名 　　有度西こども園

Ⅰ　経営の重点に関わること 評価段階（Ａ：よくできている　Ｂ：概ねできている、Ｃ：あまりできていない、Ｄ：できていない）

１　教育・保育目標 自己評価 関係者評価

Ⅱ　各領域に関わること

大項目 自己評価 関係者評価

　

改善策（来年度の具体的な取組目標等）

Ｂ

園番号

２　重点目標 評価指標 園説明 園関係者評価委員から

Ｂ

園児は、体を動かす楽しさを感じな
がら、思い切り体を動かして遊んで
いる

それぞれの年齢で、秋以降子どもたちの動きが活発になり戸外で体を動かすことが
増えた。鬼ごっこやしっぽ取り、サーキットなどの簡単なルールのある遊びも取り
入れ、保育教諭や友達と関わりながら体を動かして遊ぶ楽しさを感じている。ま
た、縄跳びや竹馬、一本下駄などを取り入れることで体のバランスをとって遊ぶ楽
しさも経験し、上手く出来た時の達成感も味わっている。

Ａ Ａ

「優しくて
たくましい子」

「くり返しやっ
てみようとする
子」

園児は、好きな遊びを見つけ、試し
たり、工夫したりしながら、くり返
し遊んでいる

様々な素材や教材、玩具また道具などを用意し,保育教諭が年齢に合わせた素材や道
具の使い方を知らせることで、更に興味をもち遊び始める姿がみられる。遊びの続
きを楽しんだり出来るようになるまでやってみようと根気よく取り組んだりする姿
も見られるが、工夫するという点ではまだ難しい。保育教諭が一緒に遊びヒントを
伝えていくことで、遊びの幅を広げていきたいと思う

Ｂ

中項目 評価指標 園説明 園関係者評価委員から 改善策（来年度の具体的な取組目標等）

・経験がない園児に遊びのヒントを
与えていくのはとても大切なことだ
と思う。自分たちで身近な廃材を利
用して遊ぶなど様々な素材や教材の
工夫が見られて良いと思う

・思いを伝えるという点では小学校
でも皆の前で発表する機会を多く取
り入れている。幼児のうちから、友
達の前で自分の思いを話す経験を沢
山作って欲しい

・子どもが「やってみたい」「やってみよう」
としている姿をしっかり捉え、自分からやろう
としている姿を認めていく。子どもが「どうし
たらいいかな？」と考えている時が子どもの学
びのチャンスだと捉え、保育教諭が一緒に遊び
ながらヒントを与えていく
・自分の思いを伝えたり、相手の話を聞いたり
する機会を設け、その中で一人一人の発想や行
動を傾聴、共感しながら肯定的に受け止めて、
安心して自分の思いが出せる雰囲気を作ってい
く

園児は、自分の思いを伝えたり、相
手の話を聞きながら遊ぶ経験を重ね
ている

幼児組は遊びや生活の振り返りの中で、自分の思いを伝えたり、相手の話を聞いた
りする機会を作っている。上手く言葉で表現できない場面もあるが、保育教諭が受
け止め仲立ちをすることで友達とやり取りする経験を重ねている。乳児組も仕草や
表情、指差し、時には言葉で自分の思いを伝えようとする様子が活発に見られるよ
うになってきた。まずは一人一人の思いを十分に理解していくことを大切にしたい

Ａ

Ａ Ａ

秋以降は散歩に行く機会が増え、園周辺の公園等で落ち葉やドングリなどの自然物
を集めてままごと遊びやどんぐり転がし、落ち葉プールなどの遊びに活用したり、
クリスマスの飾りなどの製作に使ったりしながら身近な自然に触れてきた。また、
霜柱の観察や氷作りなど寒い時期ならではの自然現象を楽しむ環境も用意し子ども
の経験を広げている

Ａ Ａ

Ａ Ａ

保育教諭は、子どもが、地域の自然
や身近な素材に触れ、遊びに活用で
きるような環境を作っている

１
こども園におけ
る教育及び保育

(1)0歳から小学校就
学前までの一貫した
教育及び保育

園は、発達に見合った遊びを楽しめ
るような場や機会を作ることができ
るように工夫している

引き続き前月の反省と今月の指導計画を会議で報告し合い、それぞれの年齢の発達
と照らし合わせ職員間で協議している。後半は異年齢で関わる遊びや活動を計画
し、遊びや活動を計画して一学年だけでは味わうことが難しい遊びの提供も心掛け
た。年長児は運動会後、就学に向けて、午睡がなくなった為、午後の時間を有意義
に活用できるよう協同遊びや園庭を広く使ってドッヂボールを楽しんでいる

(2)一日の生活の連
続性及びリズムの多
様性への配慮

園は、一人一人の心身の健康状態を
把握し、個々の成長や保育時間等を
考慮し、安心して過ごせるように配
慮している

園児の健康状態の情報を保護者と園が共有できるように一日を通して『園児
健康チェック表』に記載している。必要に応じて情報を職員同士で共有し早
番、遅番の時間でも安心して過ごせるよう配慮している。

・地域の公園の状況を保育教諭が把握し、季節
ごとどのような遊びや環境に活用できるのか幼
児会議や乳児会議で話し合っていく

２
安全管理・指導

(1)事故防止・防災

園は、状況に合わせた対応ができる
よう、様々な状況や時間帯の訓練の
機会を作り、安全意識を高めるよう
努めている

引き続き、月に一度避難訓練と定期的な不審者訓練を行っている。減災教育につい
ての研修を受けたり職員会議でその内容を共有したりした。今までの避難訓練や防
災教育について皆で改めて考え、想定の変更をするなどして状況に合わせた対応が
出来るようにしている。 Ａ Ａ

・減災教育を受け、今までの避難の仕方や年齢に合わせ
た身の守り方などを見直し、年間計画に取り入れてい
く。子ども自身も自分の身は自分で守るという安全に対
する意識が高められるよう対応していく

・減災教育を受け、避難訓練など今
までのやり方を更に見直し新しいや
り方をすぐに取り入れているところ
が良いと思う。特に静岡県は災害に
対して意識して備えていきたい地域
であるので、これからも防災につい
て考えていって欲しい

・園で食育の日に学んだことを家で
話してくれている。家庭で伝えても
なかなか浸透しないが、園で様々な
教材等を使って教えてくれているの
で理解に繋がって有難いと思ってい
る。一度話を聞いてもすぐに忘れて
しまうこともあるので、同じ話でも
定期的に繰り返してもらえるとより
深く子どもたちの意識の中に浸透す
るのではないかと思う

・職員が協力し合い教育・保育を進
めていく為には、職員間での話し合
いは不可欠だと思う。様々な時間で
勤務している職員がいる中で話し合
う時間の捻出には人員を増やし、現
在のスピードに合わせた改善をして
いけると良いのではないかと感じる

・研修テーマの気づきについては、
表面上だけの気づきの捉えにならな
いよう子どもの気づきについて話し
合うことは大切だと思う

・参加会で個人面談の機会を作って
もらっているが、子どもが聞いてい
ると話せないこともあるので、子ど
もがいる保育室ではなく別の部屋で
やってもらえると有難い。遅番、早
番を利用していると担任に会えない
ことも多いので、送迎時に少しでも
昼間の様子など話してもらえると嬉
しい。小学校に行った時の様子など
園内に貼りだして頂いたのは良かっ
た。アプリだけだと伝わりにくいこ
とも口頭でと意識して頂いているの
で嬉しく思う

(3)環境を通して行
う教育及び保育

・それぞれ年齢の発達を押さえ、教育課程から
月案、週案の指導計画が作成されているか書面
でも確認していく

Ｂ

・職員間の共通理解に繋げるために、「いちご
の会」に担当以外の職員も参加したり、研修で
学んだことを会議などで伝えたり、実践してみ
たりするなど共有する場を作っていく

３
保健管理・指導

(1)健康教育の充実

園は、栽培やクッキング等の食育の
取り組みなどを通して食や健康への
関心がもてるようしている

月一度の食育の日に季節の食材について取り上げ絵本やパネル等を媒体に話をした
り、クイズ形式にして知らせたりしなが食材に関心がもてるようにしている。ま
た、行事食にも触れ、その由来、意味を伝え日本ら古来の食文化も伝えている。年
長児が中心に『げんきッズ』で給食で食べた食材を分類することで、食と健康への
繋がりにも関心がもてている

Ａ Ａ

・「園児の健康チェック表」を活用し、職員同士が一人
一人の子どもの様子が共有出来るようにしていく。遅番
や早番の時間でも保護者への伝達をしっかり行い安心し
て過ごせるようにしていく

保育教諭は、自身の分掌に責任を
もって取り組むと共に、全職員が協
力し、連携をとりながら教育・保育
を進めている

分掌の取り組みは引き続き責任をもって取り組んでいるが、分掌によっては、リー
ダーが殆ど行ったり、分掌だけで行ったりすることが多くなってしまった。担当以
外の職員と連携していくことの難しさを感じるので、必要に応じて分掌での話し合
いの機会をもち、共通理解を図っていくと良いのではないかと感じる Ｂ Ｂ

・栽培に対する保育教諭の知識などのスキルをあげていき、
子どもたちと一緒に最後まで責任をもって世話が出来るよう
にしていきたい。毎月の食育の日の取り組みは引き続き行い
食に対する子どもたちの関心を高めていく

４
特別支援教育・
保育

(1)支援体制づくり
の推進

園は、個別の支援計画に基づき、全職員が
共通理解をもちながら支援をしたり、外部
の研修に参加したことを園内で活かせるよ
うにしている

個別の支援計画に基づいて支援を行ったり、いちごの会などの少人数での活動の機
会も作っている。子どもの様子については職員会議で毎月、担当職員から報告し、
職員の共通理解に繋がっている。しかし、外部研修に参加しての報告が紙面での回
覧になっていることが多い為、担当以外の職員に伝わりにくいこともある。研修に
参加して学んだことを職員で共有する場を設けられるよう工夫していく。

Ｂ

・分掌会議の定期的に設け（現在は中間と後半に進捗状
況の確認と反省、分掌によっては行っているが）これか
らの取り組みについて話し合い、内容を職員会議で報告
することで共通理解を図っていく

６
研　修

(1)研修体制の充実

保育教諭は、研修テーマに沿った手
立てについて意識し、子どもの気づ
きの姿を共有しながら教育・保育を
進めている

５回の公開保育の中で研修テーマである『気づきを遊びに繋げる環境作り』から子
どもの気づきに焦点をあて沢山捉えることを意識した。気づきを皆で伝え合うこと
でその後の環境作りに活かすことができたが、気づきの捉え方が保育教諭によって
違いがあり、共有することの難しさを感じた。『子どもの気づき』について皆で考
え共通認識していきたいと思う。

Ｂ Ｂ

・『子どもの気づき』の捉え方が職員によって
違いが見られたので、研修テーマに応じて子ど
もの思いを表面的でなく考察できるよう公開保
育等を通じて意識していきたい

５
組織運営

(1)組織体制の充実

Ａ

・アプリの配信では子どもの様子が伝わりやすいような文章
や写真の掲載を心掛ける。掲示板の活用も必要に応じて行
い、保護者とのコミュニケーションを図るため、口頭での伝
え合いも意識し取り入れていく

７
教育・保育環境
整備

(1)教育・保育環境
の充実

園は、子どもの興味や関心に合わせ
て教材を提供し、子どもが試行錯誤
できるよう環境を整えている

季節や子どもの遊びの変化に合わせて環境を整えているが、子どもが扱いにくかっ
たり扱い方が分からなかったりするため、子どもの発達に合わせた環境（素材、玩
具、用具等）なのかをもう一度吟味していく必要がある。乳児、幼児に分かれて会
議の中で環境について話し合っていたが、それに加えて毎週金曜日に園庭の環境に
ついて環境図を基に共有する機会を設け、園全体で環境を考えるきっかけとしてい
る。

Ｂ Ｂ

園は、近隣の園や小学校との交流の
機会を持つようにし、保護者にも連
携の様子を情報発信している

職員が近隣園の公開保育や小学校の公開授業に参加することに加えて、12月に小学
校の教員が年長児の公開保育に来園し、園の様子をみて頂くことが出来た。1月には
小学校の一年生より招待があり年長児が小学校の体験授業に参加した。一年生への
質問を用意したり、校庭で遊んだりと児童と園児との交流も実現した。質問の内容
を掲示し保護者に情報発信した

Ａ Ａ

・「環境図」を基に毎週金曜日の昼に次週の環境について乳
児、幼児に分かれて話し合いを始めたので、様々な勤務形態
の職員にも参加してもらい、引き続き行い、発達のおさえや
職員同士で共有出来る機会となるよう定着させていきたい

８
家庭との連携・
協力

(1)家庭教育への支
援機能の充実

園は、日々の遊びや生活の様子を、
様々な方法で情報発信し、子どもの
育ちを保護者と共有できるよう努め
ている

幼児クラスの掲示板もアプリでの配信に変わり、いつでもどこでも内容が確認でき
る便利さがあるのではないかと思う。職員は今までとのやり方との違いに難しさを
感じるところもあるが（文字数や写真掲載の制限等）できるだけ子どもの様子が伝
わるような文章や写真の掲載を心掛けている。年明けに乳児クラス、２月に幼児ク
ラスが参加会を行い保護者と子どもたちの成長を共有できる機会を設けている。

Ａ

・近隣園の公開保育や小学校の公開授業に参加し、情報
交換をしながら職員同士の交流を図る。小学校へ散歩で
出掛けたり、近隣園とも中間の公園等で交流するなどの
機会を作っていく

１０
地域との連携

(1)信頼される園づ
くりの推進

園は、地域の施設等との交流の機会
を設け子どもが親しみを感じながら
豊かな生活体験ができるようにして
いる

Ｓ型デイサービスやトークの会への参加は引き続き行っている。また、１１月には
勤労感謝訪問で地域でお世話になっている様々な場所を訪問し知る機会となった。
『読み聞かせの会』も引き続き行われていて子どもたちが地域の方に話しかけた
り、挨拶をしたり親しみをもって交流が出来ている。年明けには地域の方にこま回
しなどの伝承遊びを教えて頂く体験も行われた

Ａ Ａ

・月に１度の読み聞かせの会やトークの会、Ｓ
型デイサービス、ニチイさんとの交流などをで
きる範囲で計画、実施をし、子どもたちが地域
に親しみがもてるようにしていく

９
近隣の学校との
連携

(1)近隣の園との連
携の推進


